
TEST OF THE 4KV PULSED SWITCH WITH GTO

T . Takenaka , K.Nanmo, E.Takasak i 

Nat i onal  Laboratory  f o r  High Energy Phys i c s

Abst rac t
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i t c h  and the r e s u l t s  measured wi th the 4kV pu Ise swi ch
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さ れ る と 、 ス パ イ ク 電 圧 が G 
卜 回 路 は 、 3 R s C s の 時 間 内  
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ス パ イ ク 電 圧
い て こ だ わ る か 。 G T 0 が オ フ 状 態 に な っ た 時 ス ナ  
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4 . そ の 他 の 特 性  
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S であっ た。
圧 分 担 は 、 直 流 時 の 分 担 率 5 %、 ハ0ル ス

ラ ン ス 負 荷 時 の 特 性 を そ く て い し た 。 
圧、 パ ル ス ト ラ ン ス 1 次 電 圧 、 ゲ … ト 
パ ル ス ト ラ ン ス 負 荷 時 の 特 性 を ' 更 に 調
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